
関東弁護士会連合会
憲法改正問題に取り組む全国アクションプログラム

第６回こども憲法川柳
入賞作品発表！

関東弁護士会連合会では、今回も管内１１都県の主に小学校５年生から高校３年生

までの皆さまに「日本国憲法」を題材とする川柳を募集したところ、多数のご応募
をいただきました。
審査の結果、次の作品を入賞作品に決定しました。
ご応募いただきました皆さま、ありがとうございました。

最優秀賞（１作品）

川柳 作品に込められた思い 都県・学年

人は人 十人十色 色とりどり
ＬＧＢＴＱや同性婚などその人の考え
で、人は人、他人を納得させる必要は
ないから差別などがきえてほしいとい
う思い。

栃木県
中学３年

にがてでも 勉強できる ありがたさ
当たり前と思っていましたが、二十六
じょうがあるおかげで学校で勉強がで
きるとわかりました。。

千葉県
小学５年

守られたい だから平和を 守りたい
今の平和なくらしを守りつづけていき
たいから、平和に関するけん法を大切
にしたいと思った。

千葉県
小学５年

『核ダメよ』 だったら何で？ 核の傘

世界唯一の被爆国であるにも関わら
ず、核兵器禁止条約に不参加である
日本。政治が関わってくる事も判って
いますが、これ以上多くの被爆者を出
さないために、日本だからこそ、日本
にしか出来ないことがきっとあるはず
だ、という思いを川柳に込めました。

茨城県
中学２年

いじりです 僕からしたら いじめです

憲法13条に関する川柳で、いじめてい
る側の言い訳として多く聞かれる「いじ
り」や「いじってた」に対する、されてい
る側の気持ちを代弁した川柳です。

埼玉県
高校３年

優秀賞（５作品）

川柳 作品に込められた思い 都県・学年

核とって
平和へ王手の

最善手

核兵器を無くして、皆で積極的に
平和について考えたいという気持
ちで作りました。

東京都
小学６年



【お問い合わせ先】

関東弁護士会連合会 「こども憲法川柳」事務局 TEL: 03-3581-3838
※関東弁護士会連合会は、東京高等裁判所管内にある１３の弁護士会の連合組織です。

川柳 作品に込められた思い 都県・学年

戦争は 涙の雨しか 降らさない
テレビでウクライナの子どもたちがないてい
るのを見て、悲しい気持になったのでこの川
柳を書きました。

千葉県
中学３年

わたげ飛ぶ 世界へ伝える 平和の種
平和が世界に伝わってほしい思いを込めま
した。

新潟県
中学３年

この国の 主権はどこに あるのかな？

最近だと税金を使っている国葬を勝手に決
めたり、マイナンバーカード義務化など、政
府の国民主権とは思えない行動があるので
この川柳にしました。

神奈川県
中学３年

人々よ 永遠（とわ）に笑おう ギャルピース

「永遠に」をわざと「えいえんに」ではなく「と
わに」と読ませることでより「永遠」という言葉
を強調させ、流行語の「ギャルピース」と「平
和（Peace)」をかけて憲法第９条と関係させ
ました。昔も今も、そして未来ずっと笑ってい
こうという思いを込めました。

群馬県
中学３年

もう二度と 作りたくない 赤い海
これは平和主義が言われている世の中で、
昔の海上で行われた、神風特攻隊達の血や
爆弾の残骸などで赤く海を作りたくない戦争
を起こしたくないという思い。

山梨県
中学３年

政治家も 憲法ちゃんと 守ってる？

私たちは、憲法守って生活しているけど、政
治家は、最近テレビで１日統一教会のことと
かで問題になっているのを見るので、政治家
も憲法をちゃんと守ってるのかなと思ったか
ら。

長野県
小学６年

９６ 改正の裏に 黒（９６）い腹

憲法96条が改正されれば、国の最高法規で
ある憲法の権威が失われてしまいます。そし
て、他の条文までもが改正され、権利や平和
が奪われる可能性もあります。憲法と言えば、
9条の改正について度々取り上げられますが、
96条は他に影響を及ぼすという点でもっと注
目されるべきだと考え、多くの人に知ってもら
うためにこの川柳を創りました。

神奈川県
高校１年

日本人 選挙の間も 不自由だ
ルソーの「イギリス人が自由なのは選挙の間
だけだ」という言葉を借りました。日本では投
票率が低迷しており、選挙の最中ですら自
由になれていないという意味を込めました。

千葉県
高校３年

法の下 愛と平和よ 密になれ

コロナ禍で様々なことが規制され社会全体
がストレスを抱えています。職を失い罪を犯
してしまう方もいらっしゃいました。憲法とは
日本国民全員の権利や自由を守るために定
められています。憲法があるからこそ人々は
愛を持ちそこに平和が生まれると私は考え
ています。

埼玉県
高校３年

男性の 歩く姿は 百合の花
男女関係なくなりたい姿で堂々と街を歩ける
ことは、かっこいいと思ったから

山梨県
高校２年

佳作（１０作品）

６回目の開催となりました「こども憲法川柳」、今回は800句を超える多数の応募をいただきました。近年の傾向として、国
民主権、平和主義、教育を受ける権利、いじめと人権、校則と人権、性的少数者の人権等々、憲法の様々な条文や人権に
焦点を当てた句が増えてきています。みなさんが、日々様々な問題に直面していること、様々な問題を見聞きして自分なり
の考えを深めていることが感じ取れました。2022年は、ロシアによるウクライナ侵攻というショッキングな出来事もあり、多く
の方が戦争と平和について思いを巡らせたのではないでしょうか。平和主義についての句も例年にも増して多かったように
思います。最優秀賞に選ばれた作品は、戦争と平和、そして核兵器について将棋に例えつつ考えさせる、工夫のある川柳
らしい作品でした。

選考委員からご応募いただいた皆さまへ
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